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授業ホームページ記載されている物理学 IIAの「波動の物理学入門」
（http://rokamoto.sakura.ne.jp/education/PhysicsIIA/wave-1dim-text141019A.pdf）及び
関連する例題を参考にして以下の問に答えよ。

1. 位置 x、時刻 tにおける波の変位 ψが

ψ(x, t) = A sin{2π(x
λ
− t

T
)} λ, T :定数 (1)

と表されているとする。次の量を求めよ。それぞれの次元を基本単位を用いて記せ。
振幅、振動数、波長、波の速さ (位相速度)、角振動数、波数 kおよび

(a) 位置 x,時刻 tにおけるこの波の位相

(b) 位置 x,時刻 tにおける (媒質の)粒子速度 vp.

2. +x軸方向に進む、同じ角振動数 ω、同じ波数 kを持つ、2つの正弦波の、位置 x,時
刻 tにおける波動関数が次のように与えられている。

ψ1(x, t) = a sin(kx− ωt), (2)

ψ2(x, t) =
a√
2
sin(kx− ωt+

π

4
). (a :定数). (3)

これらの合成波Ψ(x, t)の振幅Aと位相定数（初期位相）δを計算せよ。
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